
第１章 過労死等の現状
第１節 過労死等の現状

第1-3図 １週間の就業時間別の雇用者の割合 第1-4図 １週間の就業時間が60時間以上の就業者の割合

労働時間の状況②
➢１週間の就業時間が60時間以上の雇用者の割合は、平成15、16年をピークとして概ね緩やかに減少しており（第

1-3図） 、性別、年齢層別に見ても就業者の割合は概ね減少傾向にある（第1-4図） 。
➢性別、年齢層別には、30歳代、40歳代の男性で週60時間以上就業している者の割合が高い（第1-4図）。
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